
■「ＪＰ子どもの森づくり運動」とは

今、子どもたちは、高度な情報化社会の中でバーチャルな環境に取り囲まれ、本物の自然体験活動から遠ざけられています。

しかしながら、子どもたちは、変化に富んだ自然体験活動の中でこそ、五感を通じて豊かな感性や健全な環境意識、そして子ども本来

の生きる力を育みます。「ＪＰ子どもの森づくり運動」は、NPO法人子どもの森づくり推進ネットワーク（「子森ネット」）が「日本郵政グ

ループ」との協働体制で、全国の幼稚園・保育園を拠点に、一貫した森づくり活動を通じて幼児期の子どもたちに自然体験活動と環境

学習の場を提供しようという全国運動です。

■「ＪＰ子どもの森づくり運動」運営体制

・運 営 ：ＮＰＯ法人子どもの森づくり推進ネットワーク（「子森ネット」）

・特別協賛 ：日本郵政グループ

・後援/協力

（公社）全国私立保育園連盟 （公社）大谷保育協会

（公社）国土緑化推進機構 ＮＰＯ法人Ｃ・Ｃ・Ｃ富良野自然塾

（一社）日本森林インストラクター協会 ＮＰＯ法人自然体験活動推進協議会

ＮＰＯ法人MORIMORI ネットワーク （一社）日本オート・キャンプ協会

（株）実業之日本社 月刊ガルヴィ編集部 保育環境研究所ギビングツリー
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「ＪＰ子どもの森づくり運動」とご縁をもたせていただいた方々に、
活動情報をお送りさせていただいております。ご意見など賜れば幸いです。

（発行：ＮＰＯ法人子どもの森づくり推進ネットワーク）
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九州地方の地震災害につづき、西日本では集中豪雨となっております。

今年も、日本の天候は全国的に荒れ模様です。

自然災害に十分お気をつけ下さい。

東北の“どんぐり”の苗木
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１．JP子どもの森づくり運動 自然体験、及び環境学習講座 参加者募集のご案内

２

１）JP子どもの森づくり運動 自然体験講座 ～家族で楽しむ～ 『ナツオワ（夏の終わり）キャンプ2016』のご案内

JP子どもの森づくり運動がお送りする森育プログラムの夏の企画です。富士河口湖町にある「河口湖森と湖の楽園」 において

ファミリーキャンプを企画しました。夏の終わりに家族で河口湖の自然を体感するキャンプをしませんか？

ー募集要項ー

■会 場：河口湖森と湖の楽園（山梨県南都留郡富士河口湖町小立５６０６）

■実施日：2016年８月27日（土）、28日（日）

■主 催：ＮＰＯ法人子どもの森づくり推進ネットワーク

■参加費

大人（高校生～大人） @/4,000円

子ども(小学校～中学校) @/3,000円

＊未就学児無料

＊テント宿泊用備品は各自でおもちこみください。

＊テントレンタル代（4人用/シュラフ付）12,000円

■募集人数：10家族（先着順）

＊職員だけのグループ参加も歓迎します。

■募集締切日：8月4日15:00 （最低催行人数 5組）

２）JP子どもの森づくり運動 関東ブロック環境学習研修会のご案内

JP子どもの森づくり運動が、2016年度お送りするブロック研修会の第二弾です。21世紀の環境の時代を生きていく子どもたち

にとって必須の環境意識を育んでもらうためには、子どもたちと最前線で接する保育園・幼稚園・こども園の職員に、環境に

関する高い問題意識を持ってもらうことが必要です。そこで、地球環境の変遷と環境問題を五感を通じて体感するという国内

最先端の環境教育プログラムを実施している「富良野自然塾東京校」とのコラボレーションによる環境学習研修会を企画しま

した。めったにない機会です。是非、ご参加願います。

ー募集要項ー

■会 場：国営昭和記念公園（東京都立川市緑町3173）内

「富良野自然塾東京校」

■実施日：2016年9月24日（土）13:00～

■主 催：NPO法人子どもの森づくり推進ネットワーク

■参加費：お一人2,500円（受講料・入園料・保険料込）

■募集対象：幼稚園・保育園・こども園の職員および関係者

■募集人数：30人（先着順）

■募集締切日：9月5日（月）15:00 （最小催行人数 10人）

＊環境学習研修企画は、今後、全国で展開予定です。

＜上記企画に関する参加申し込み、及びお問合せ先＞

NPO法人子どもの森づくり推進ネットワーク（子森ネット）

Tel:03-5755-3213 fax:03-5755-3081  info@kodomono-mori.net

「森と湖の楽園」会場風景

「富良野自然塾東京校」研修風景
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２．JP子どもの森づくり運動 活動レポート

３

今年も、たくさんのさつま芋が採れました。 年長児が、育てた“どんぐり”の苗木を植えました。

年中さんが、先輩が植えた苗木の下で
“どんぐり”を拾いました。

最初の頃に植えた“どんぐり”の苗木が
実を結んだんですね、感動です。

●新潟県「竹野町保育園」 地元の“どんぐり”拾いと植える活動

・日時：2015年10月15日（木）・場所：自園農園 ：参加園児：年中年長児 37名

＊いも掘りと併催で、地元の“どんぐり”を拾う活動と植える活動を実施しました。

●広島県「保育所みのり祇園」 東北の“どんぐり”を植える活動

・2015年11月27日（金）・場所：自園園庭 ＊2015年から「東北復興グリーンウェイブ」に参加し、初めての活動です。



子森通信 －2016年６月号ー

３．事務局からのお知らせ

梅雨明け後の夏が気になります。一説によると今年は2010年の気象状況と、とてもよく似ているそうです。

2010年は歴史的な猛暑でした。その年のどんぐり育てでは、朝たっぷりと水を与えても、炎天下であっという間に苗がしおれてしまっ

たのを思いだします。そして、この夏は2010年を超えるような猛暑となる可能性も有るそうです。

そんなわけで、猛暑への対応についてもお話ししたい所ですが、今回それ以上にお伝えしたいことを記します。それは、天候の状況と

苗の置かれた場所の気象的環境（温度、湿度、日当たり）を把握して、適切な対処を心がけてほしいということです。

両極端な例を示します。猛暑となり、温度が高くさらに強い日差しが当たる場合は、遮光ネットなどで日よけをつくり、日差しと温度

を押さえて苗の脱水症状を防ぐ必要が有ります。逆に、天候不順で雨が続き、地面がぬかるんでいる場合は、苗を地面から浮かす

ようにスノコ状の台に置き、地面からの湿気を減らすと共に、風通しを改善することで根腐れの心配を小さくできます。

残念ながら天候の極端化が進んでいます。天候状況を読み取る能力は、植物を育てる上だけでは無く、防災にも係わる力だと思

います。植物を育てながらいろいろ試行錯誤を繰り返し、天候を読み取る力を伸ばしていただければと思います。

４

●新・どんぐり博士の育苗講座（2016年６月号） ～育苗を通して天気を読む力を～

熊本、広島をはじめ各地で豪雨に見舞われた皆様にお見舞い申し上げます。降ったら土砂降りの梅雨にま

たなってしまいました。震災の痛手が癒えないうちの豪雨に、言葉もありません。九州を中心とした西日本各

地の皆さん、今後も豪雨災害に充分気をつけてください。そして、他の地域の方々もご油断無く願います。

どんぐり博士：河内和男（「子森ネット」森林インストラクター）

１）ユーチューブチャンネル「子森チャンネル」更新のお知らせ

活動の風景を動画でお届けしております、ユーチューブチャンネル「子森チャンネル」のコンテンツが更新されました。

今回は、５月に岩手県山田町にて開催された「東北復興グリーンウェイブ」の記念植樹会の模様が紹介されています。

よろしければご覧ください。視聴の方法は下記のとおりです。

＊アドレス

⇒ https://www.youtube.com/channel/UC8u4Ryh1Ey5iaWtoCK8vl8Q

＊ホームページからの視聴方法

⇒ JP子どもの森づくり運動ホームページ ⇒子森チャンネル＆通信 ⇒子森チャンネル

＊QRコードからもご覧いただけます。

子森チャンネルQRコード

２）「全国私立保育園研究大会」東京大会に出展します。

７月４日（月）～６日（水）の期間、「グランドプリンスホテル新高輪」（東京都港区）において開催される

「第59回全国私立保育園研究大会」に出展します。ブース（ブース番号：13）にて、皆様の活動をご紹介させて

いただきます。研究大会にご参加予定の参加園の皆様には、この機会に是非、ブースまでお立ち寄りいただけます様

お願い申し上げます。

＜会場：グランドプリンスホテル新高輪 （東京都港区高輪 3-13-1）＞

①新幹線・JR線・京急線の品川駅(高輪口)から徒歩約5分 ②都営地下鉄浅草線高輪台駅から徒歩約3分


